
　
新
井
教
授
は
「
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
は
答
え
を
当
て
ら

れ
て
も
意
味
は
理
解
し
て
い

な
い
。
こ
れ
が
Ａ
Ｉ
の
現
状

の
限
界
」
と
説
明
。
そ
の
う

え
で
「
東
大
に
は
入
れ
な
い

が
、
全
国
の
受
験
者
の
平
均

を
大
き
く
上
回
る
成
績
を
残

し
て
い
る
。
こ
れ
は
将
来
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
の
半

分
が
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
る
事

を
意
味
す
る
」
と
続
け
た
。

　
近
い
未
来
に
代
替
さ
れ
る

可
能
性
が
高
い
の
は
、
金
融

機
関
の
与
信
審
査
担
当
、
弁

護
士
補
佐
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
一
方
、
新
井
教
授
は
中
高

生
の
文
章
の
読
解
力
は
、
Ａ

Ｉ
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と
い

う
調
査
結
果
も
紹
介
。
「
Ａ

Ｉ
の
精
度
を
上
げ
る
よ
り
、

子
ど
も
の
読
解
力
を
高
め
る

こ
と
が
先
決
。
今
後
は
そ
の

た
め
の
教
育
改
革
を
実

現

し
、
日
本
の
将
来
に
向
け
た

人
材
育
成
を
す
る
事
が
研
究

者
と
し
て
の
使
命
」
と
講
演

を
締
め
く
く
っ
た
。
　

　
経
済
産
業
省
・
中
小
企
業

庁
は
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
導

入
や
経
営
資
源
の
有
効
活
用

に
よ
り
、
生
産
性
向
上
な

ど
に
つ
な
げ
て
い
る
優
れ
た

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
を
選
定
す
る
「
は
ば
た
く

中
小
企
業
３
０
０
社
」
を

公
表
。
相
模
原
か
ら
は
Ｊ
Ｅ

Ｔ
（
中
央
区
田
名
）
が
選
ば

れ
た
。

　
「
生
産
性
向
上
」
「
需
要

獲
得
」
「
担
い
手
確
保
」
の

３
分
野
で
独
創
的
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
中
小
・
小
規

模
事
業
者
を
計
３
０
０
社
選

び
、

冊
子
で
紹
介
し
た
。

特
に
「
担
い
手
確
保
」
で
は
、

人
材
不
足
に
対
す
る
課
題
解

決

に
向
け
、
知
恵
を
絞
っ

て
い
る
中
小
企
業
の
事
例
を

紹
介
し
て
い
る
。

　
今
回
選
ば
れ
た
Ｊ
Ｅ
Ｔ

は
、「
需
要
獲
得
」
の
分
野
。

同
社
は
微
細
穴
加
工
を
含
む

超
精
密
機
械
加
工
、
高
精
度

ハ
イ
テ
ク
産
業
機
器
（
製
造

設
備
、

ロ
ボ
ッ
ト
）
の
開

発
・
設
計
・
製
造
、
多
軸
ロ

ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
シ
ス
テ

ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
を
展
開

す
る
設
備
メ
ー
カ
ー
。
　

　
１
９
９
９
年
に
精
密
加
工

部
品
製
造
を
開
始
。
２
０
０

０
年
に
社
名
を
遠
藤
製
作
所

か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｔ
（
＝
ジ
ャ
パ
ン
・

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
に
変
更
し
、

省
力
化
自
動
機
及
び
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
の
設

計
開
発

事
業
に
参
入
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
売
り
上
げ
を
精

密
加
工
事
業
と
同
等
程
度
に

拡
大
す
る
こ
と
に
成
功
。

得
意
分
野
技
術
を
磨
き

上

げ
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る

こ
と
で
、
就
任
当
時
と
比
べ
、

従
業
員
数
は
約
５
倍
、
売
り

上
げ
は
約
７
倍
を
達
成
し
て

い
る
。

　
工
業
部
会
は
２
０
１
７
年

度
か
ら
建
設
業
部
会
、
交
通

運
輸
部
会
と
「
自
動
運
転
技

術
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
連
携

事
業
を
始
め
る
。
自
動
車
の

自
動
運
転
技
術
の
普
及
に
よ

り
、
も
の
づ
く
り
や
交
通
サ

ー
ビ
ス
、
イ
ン
フ
ラ
、
社
会

生
活
に
ど
の
よ
う
な
革
命
が

起
こ
る
か
を
探
る
。
ま
た
、

そ
れ
に
伴
う
新
興
ビ
ジ
ネ
ス

や
既
存
産
業
に
与
え
る
影
響

と
対
策
な
ど
に
つ
い
て
も
考

え
る
。

　
第
１
回
目
は
、
５
月
29
に

浜
銀
総
合
研
究
所
の
深
尾
三

四
郎
氏
を
招
き
、
講
演
会
を

お
こ
な
う
予
定
だ
。

　
大
手
企
業
と
比
べ
立
ち
遅

れ
て
い
る
と
さ
れ
る
中
小
企

業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

を
支
援
し
よ
う
と
、
昨
年
発

足
し
た
産
・
学
・
士
業
に
よ

る
「
産
業
精
神
保
健
機
構
」

（
松
岡
康
彦
代
表
理
事
＝
工

業
部
会
副
部
会
長
）
は
、
４

月
17
日
の
午
後
５
時
半
か
ら

市
立
産
業
会
館
で
、
北
里
大

学
大
学
院
の
田
中
克
俊
教
授

に
よ
る
講
演
会
と
情
報
交
換

会
を
開
く
。
同
機
構
は
相
模

原
市
内
の
工
業
系
企
業
を
中

心
と
し
た
30
社
と
田
中

教

授
、
社
会
保
険
労
務
士
で
構

成
。
中
小
企
業
経
営
者
に
対

し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の

理
解
促
進
な
ど
を
促
す
活
動

を
行
っ
て
い
く
。
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ロ
ボ
ッ
ト
は
東
大
に
入
れ
る
か
？

求
め
ら
れ
る
「
人
の
力
」

新
井
教
授
招
き
講
演
会

近
未
来
技
術
研
究
会

挨拶する近未来技術研究会の田森会長

講演する国立情報学研究所の新井教授

「
需
要
獲
得
」
の
分
野
で

工
業
部
会
員
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
選
出

は
ば
た
く
中
小
３
０
０
社

「自動運転技術」で
他部会と連携事業

５月29日に講演会開催

産
業
精
神
保
健
機
構

４
月
17
日
に

情
報
交
換
会
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近
未
来
技
術
研
究
会
（
田
森
幸
一
会
長
）
は
３
月
１

日
、
市
立
産
業
会
館
で
「
ロ
ボ
ッ
ト
は
東
大
に
入
れ
る

か
！
　
人
工
知
能
社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
の
力
」
を
テ

ー
マ
に
公
開
講
演
会
を
開
催
。
国
立
情
報
学
研
究
所
の

新
井
紀
子
教
授
を
招
い
た
。
市
民
や
事
業
者
な
ど
１
１

７
人
が
参
加
し
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
　

　ロボットは東大に入れるか―。2011年、このプロ

ジェクトはＡＩが東京大学合格を目指すことで、Ａ

Ｉの可能性と限界を明らかにするために同研究所で

スタートした。

　東大受験に挑んだのは、ＡＩ「東ロボくん」。東

ロボくんは、16年にセンター試験５教科８科目を受

け、525点と全国平均の454・８点を大幅に上回ると

いう成績をあげた。これは「ＭＡＲＣＨ」や「関関

同立」などの大学で、合格率80％以上と判定される

水準だ。

　これまでの研究から、既にＡＩは多くの受験生を

上回る能力を持っていることが判明。しかし東大に

合格するレベルに達するには、現状のＡＩの技術で

は限界があることも分かり、東ロボプロジェクトは

一旦終了となった。

　新井教授によると、実は同プロジェクトの本当の

目的は、単に頭のよいロボットをつくって東大入試

を突破することではないという。

　「ＡＩが人間に代わり社会に普及したとき、どう

やって生きていくべきなのか。これから起こる危機

を認識し、国民がＡＩに負けないためにはどうする

べきかを示すことが目的」と新井教授は明らかにし

ていた。　


